


PL.1

１．第１・第２遺構面
　　遺構検出状況
　　（南から）

２．第３遺構面
　　遺構検出状況
　　（南から）



PL.2

１．調査地区全景（南から） ２．調査地区全景（北から）

３．SD５・３完堀状況（東から） ４．集石１・２完堀状況（東から）

５．SH201 完堀状況（北から） ６．SH202 完堀状況（北から）　

PL.3

出土遺物写真

195

40

140

87

82



PL.4

出土遺物写真
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PL.5

１．SH201 完堀状況（北から）

２．SH201 南壁断面（北から） ３．SH201 西壁断面（東から）

４．SX７検出状況（北から） ５．SH201 遺物出土状況（北から）



PL.6

１．SH202 炭化木材検出状況（東から）

２．SH202 完堀状況 ３．SH202 西壁断面（東から）

４．SH202 中央土坑断面 ５．SH202 遺物出土状況

PL.7

１．調査区南壁西半断面 ２．調査区西壁断面

３．SD１・６検出状況（東から） ４．SD１断面（東から）

５．SD３検出状況（東から） ６．SD３断面（東から）

７．SB１検出状況（東から） ８．SB１検出状況（西から）



PL.8

１．SX２完堀状況（南から） ２．SP62 遺物検出状況

３．SP228 遺物検出状況 ４．SP166 遺物検出状況

５．SK17 遺物検出状況 ６．集石遺構１検出状況

７．集石遺構１遺物出土状況 ８．集石遺構２断面（西から）

　対象地は古代寺院「拝師廃寺」の推定所在地にあたる。調査の結果，弥生時代後期
の竪穴住居跡２棟を検出した。全形の判明するものはないが，うち一棟は焼失住居である
ことが確認できた。古代の遺構は方形の区画溝を検出したほか，掘立柱建物１棟跡を検
出した。近世の遺構から平安時代末に比定できる瓦が出土したため，近隣に堂宇の存在
が推定できるが，当調査地内からは古代寺院関係の遺構を検出することはできなかった。






